
■プロフィール
江副敏史（えぞえ・さとし）
1980年京都大学工学部建築学科卒業、日建
設計入社／現在、同社フェロー役員デザインフェロー
中島　究（なかしま・きわむ）
1990年武蔵工業大学（現東京都市大
学）大学院工学研究科建築学専攻修了、
日建設計入社／現在、同社設計部長
山本武志（やまもと・たけし）
1993年東京大学工学部建築学科卒業、
日建設計入社／現在、同社設計部主管
甲　勝之（かぶと・かつゆき）
1982年大阪芸術大学建築学科卒業、日
建設計入社／現在、同社監理部主管

■建物データ
設　　計：㈱日建設計
施　　工：㈱竹中工務店
所 在 地：大阪市北区中之島2-3-18
主要用途：劇場、事務所、店舗、
　　　　　自動車車庫
竣　　工：2012年10月
構造規模：S造、SRC造、RC造
　　　　　地下3階・地上39階
敷地面積：8,150.09㎡
建築面積：5,725.26㎡
延床面積：145,602.26㎡
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中之島フェスティバルタワー
㈱日建設計　江副敏史、中島 究、山本武志、甲 勝之

中之島の記憶を受け止め、そして育む建築
　中之島は堂島川と土佐堀川に挟まれ、大阪の政治・経済・文化
の中心地であり、豊かな水と緑そして歴史的建築が水都大阪を代
表する景観を形づくっている。
　新しいフェスティバルタワーは中之島の環境と調和させ、その風景と
フェスティバルホールの記憶を受け継ぐデザインが求められた。コー
ナーが柔らかに描く円弧とベージュ色の煉瓦の壁面は朝日新聞ビルと
朝日ビルのイメージを継承する。そしてフェスティバルホールを象徴する
鮮やかに復元されたレリーフ、ホールインテリアのレッドカーペット、シャ
ンデリア、天井と壁の形状などは旧ホールの記憶を繋げるものとした。
　建物構成として2700席のフェスティバルホール、朝日新聞大阪
本社、センターコアの超高層オフィスをいかに最適に積み重ねるか
という課題があった。これを解決するために、オフィス中央コア部の
柱をフェスティバルホール上部で外周に広げるメガトラス構造を採
用し、13階のスカイロビーではその圧倒的なメガトラス構造の力強さ
をそのまま表現した。低層部はこれらを支える強固な構造体を素材
感ある22万個の大型煉瓦で包み、さらに深みある重量感を与えた。
撮影：東出清彦写真事務所　第59回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

違反建築防止週間
「10月15日（水）～10月21日（火）」

国土交通省及び各特定行政庁においては、
建築基準法令違反の建築物の是正及びその
発生予防に努めており、その一環として、全
国一斉に「違反建築防止週間」を定めて実
施しております。人生の中で最も大きな買い物
であるマイホームに重大な欠陥があっては大変
です。適切な工事監理が行われると共に、建
築基準法に定められた中間・完了検査を受検
し、欠陥のない適法な住宅を供給できるよう、
建築士の皆さんに大きな期待がよせられていま
す。なお、大阪府住宅まちづくり部建築指導
室建築安全課のホームページのアドレスは下
記のとおりですのであわせてご覧ください。
http://www.pref.osaka.jp/kenshi_anzen/
anzen_kaigi/campain.html
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　建築安全課
　　　Tel.06-6941-0351 内線4326・6282

平成26年度大阪府住宅省エネル
ギー設計技術講習会および施工
技術講習会開催

（設計技術講習会）
木造戸建住宅を対象に、省エネルギー住宅の
設計計画及び設計性能を実現するための施工
技術の重要性について解説を行うとともに、省エ
ネ性能の評価方法として改正省エネ基準に基
づく省エネ計算方法の解説と演習を行います。
日程　10/9、10/23、11/6のいずれか1日
※10/9、10/23は既に定員に達しています。
時間　10：00〜17：00
会場　大阪府建築建保会館5階
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11

（施工技術講習会）
住宅の断熱設計から断熱施工までのポイン
トをテキスト・DVD・カットモデルを活
用し分かりやすく解説します。
日程　10/2、10/16、10/30、11/13、11/20、
　　　11/27のいずれか1日
時間　10：00〜17：00
会場　花博記念公園ハウジングガーデン
　　　センターハウス2階
　　　大阪市鶴見区焼野1丁目南2番
講習会費用（設計技術・施工技術共）

　1,000円（受講料）＋別途修了証発行手数料
　（修了証なしも選択可能）
主催・問合　大阪住宅センター
　　　　　 Tel.06-6253-0073
　　　　　 小角（こすみ）・寺尾・山田
※詳細はHP（http://www.shoene.org/）
　もしくは主催問合先へお問合せください。

既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震
改修事例集第Ⅲ集講習会（大阪開催）

日本建築防災協会では、「既存鉄筋コンクリー
ト造建築物の耐震改修事例集（1997）」及び
「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修
事例集（2009）を発行してきましたが、2013
年の耐震改修促進法の改正をうけ、新たな
12件の改修事例を含め第Ⅲ集として発行。本
書をテキストに講習会を開催します。
主催　一般財団法人日本建築防災協会
日時　10月14日（火）　9：50〜16：10
会場　大阪国際交流センター
　　　大阪市天王寺区上本町8-2-6
定員　300名
参加費　12,000円 （テキスト代別）
テキスト　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐
　　　　震改修事例集第Ⅲ集（定価9,720円）
申込締切　開催1週間前
　　　　　（但し、定員に達し次第締切）
詳細はHPをご覧ください。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/workshop/
index.html
申込・問合　一般財団法人日本建築防災協会
　　　　　 Tel.03-5512-6451

国際見本市
『LIVING & DESIGN 2014』

今年6度目を迎える、住空間、インテリアを対象
とした『LIVING & DESIGN』−住まいと暮らし
のリノベーション−が、大阪国際会議場（グラン
キューブ大阪）で開催されます。

「INNOVATIVE RENOVATION（新たな可能
性）」というテーマを掲げ、多様な選択肢が求め
られる時代の『新たな可能性』を模索し、これか
らの『住まいと暮らし』を提案します。
主催　LIVING & DESIGN 実行委員会
期間　10月15日（水）〜10月17日（金）
会場　大阪国際会議場（グランキューブ大阪）
　　　3F イベントホール（見本市）、10F会議
　　　室（講演会、セミナー）
　　　大阪市北区中之島5-3-51
入場料　1,000円（ただし、招待状持参者、
　　　　WEBからの事前登録者は無料）
問合　LIVING & DESIGN実行委員会事務局
　　　Tel.06-6210-1969
　　　http://www.living-and-design.com 

分譲マンションセミナー

分譲マンションにお住いの方を対象とした
セミナーです。
主催　大阪府分譲マンション管理・建替え
　　　サポートシステム推進協議会
日時　11月16日（日）　13：30〜16：30
会場　茨木市立男女共生センター
　　　ローズWAM B2F　WAMホール
　　　茨木市元町4-7
内容
　◦大規模修繕工事をムダにしないために
　　講師　（公社）大阪府建築士会　橋本頼幸
　◦管理組合の運営と震災対応
　　講師　（公財）マンション管理センター
　　　　　大阪支部支部長　長田康夫
　◦質疑応答
定員　180名（申込先着順）
参加費　無料
申込締切日　11月7日（金）
問合・申込　大阪府住宅供給公社
　　　　　 Tel.06-7669-0012

幻燈で見る沖縄の戦争遺構上映会

あまり知られていない沖縄戦の爪あとを残
す戦争遺構の数々。歴史の生き証人をスラ
イドで見ながら、平和について考えます。
日時　10月18日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
講師　戦争遺構研究会代表　柴田正己　
問合　戦争遺構研究会
　　　Tel.090-4289-1492

面材耐力壁OSBのすすめ（大阪開催）
カナダ産OSBを使用した耐震性、耐用性、省エ
ネ化への提言

新たな大臣認定の構造性能や技術基準の解
説を中心に、OSB（0riented Strand Board）
について総合的に解説します。
主催　カナダ林産業審議会
　　　APAエンジニア―ド・ウッド協会
日時　10月21日（火）　13：00〜16：35
　　　（受付開始　12：30）
会場　マイドームおおさか第3会議室
　　　大阪市中央区本町橋2-5
定員　50名　受講料　無料
申込・問合　APAエンジニア―ド・ウッド協会 
　　　　　 Tel.03-5401-0537
http://www.OSBpanel.org

講習会「鋼構造制振設計指針」（大阪開催）

制振鋼構造（鋼材ダンパーを設置した鋼構造
物）の普及を図り、制振構造技術の健全な発
展に資することを目的に講習会を開催します。
主催　日本建築学会構造委員会  鋼構造運
　　　営委員会
日時　11月28日（金）　11：00〜16：30
会場　大阪科学技術センター8階中ホール
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
定員　200名
受講料　大阪士会会員13,000円（テキスト代含）

テキスト　鋼構造制振設計指針
詳細はHPをご覧ください。
http://www.aij.or.jp/
申込・問合　日本建築学会近畿支部 
　　　　　 Tel.06-6443-0538

大阪歴史博物館
特別展「村野藤吾 やわらかな建築とインテリア」

今年は、村野藤吾の没後30年にあたることか
ら、建築関係資料やインテリアを通して、その
業績を回顧する展覧会を開催します。
主催　大阪歴史博物館
特別協力　京都工芸繊維大学美術工芸資料 
　　　　　館、村野家、MURANO design
会期　開催中〜10月13日（月・祝）
休館日　火曜日
時間　9：30〜17：00（金曜日は20時まで、
　　　入館は閉館の30分前まで）
観覧料　特別展のみ 大人1,000円
　　　　常設展との共通券 大人1,500円
展示資料数　約200点
会場　大阪歴史博物館6階 特別展示室
　　　大阪市中央区大手前4-1-32
関連事業（抜粋）
（1）座談会「村野藤吾と大阪の文化を語る
　　　　　−建築・アート・まちなみ−」 
日時　10月4日（土）　13：00〜16：00
参加者　石田潤一郎（京都工芸繊維大学教授）
　　　　中山　勉（株式会社近鉄ホテルシ
　　　　　　　　 ステムズ専務取締役）
　　　　橋爪節也（大阪大学総合学術博物館館長）
　　　　福原和則（大阪工業大学教授）
司会　酒井一光（大阪歴史博物館主任学芸員）
会場　大阪歴史博物館4階講堂
定員　250名（当日先着順）
参加費　500円

（2）講演会「次世代に伝えたい村野藤吾の可能性」
日時　10月11日（土）　13：30〜16：00
講師　木下直之（東京大学教授）
　　　松隈　洋（京都工芸繊維大学教授）
会場　大阪歴史博物館4階講堂
定員　250名（当日先着順）
参加費　300円（特別展の観覧券もしくは
　　　　　　　 半券提示の方は無料）

（3）学芸員による展示解説
日時　10/5、10/12  14：00〜約60分間
講師　酒井一光（大阪歴史博物館主任学芸員）
会場　大阪歴史博物館6階特別展示室
参加費　無料（ただし、ご入場には特別展観
　　　　　　 覧券が必要）
参加方法　当日、直接会場へお越しください。

問合　大阪歴史博物館
　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　Tel.06-6946-5728
　　　http://www.mus-his.city.osaka.jp/

　　　　　1階ロータリー前（南側）
参加費　1,000円（資料代等）
定員　30名（申込先着順）
見学場所　八尾市若林町3丁目
　　　　　駅から南に約600m
　　　　　（大和川河川敷内）
懇親会　別途3,000円程度を予定

建築士の会 東大阪
建築士の会 やお・かしわら
わくわく探検（駅前シリーズ）第14弾
近鉄奈良線永和駅～暗越奈良街
道～深江周辺散策

（人間国宝角谷一圭工房･深江郷土資料館見学）
11/15　CPD3単位（予定）

建築士の会 東大阪と建築士の会 やお・か
しわらでは、毎年秋にわくわく探検（駅前
シリーズ）を開催しています。
今回は、永和駅周辺から暗越奈良街道を経
て深江周辺を散策します。
おとなの社会見学は「人間国宝 ( 茶の湯釜 )
角谷一圭工房」と「深江郷土資料館」を見
学させていただきます。
建築士の方はもちろん、一般の方にも充分
満足して頂けると思っております。
恒例の、賞品が当たるクイズなどのアトラ
クションも御用意しています。
皆様のご参加をお待ちしております。
日時　11月15日（土）　9：00〜13：00
集合　近鉄奈良線永和駅改札口
解散　深江郷土資料館
スケジュール
　9：00　 受付開始
　9：15　 散策出発
　12：30　クイズの解答、賞品授与
　13：00　解散
募集　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,000円
※開催1週間前に参加証を送付予定。

実践的センスアップマナー講座
11/22　CPD2単位（予定）

わかっているようで、自己流になりがちなビジネス
マナーを社会人としての基本的なマナーからビ
ジネスチャンスに自信を持って挑めるような実践
を交えたマナーを学びます。講師には元CAの
講師をお迎えして、丁寧にわかりやすくご指導頂
く「ワンコイン」講座です。年齢に捉われずどな
た様も参加可能ですので、一度カスタマイズさ
れたマナーを見直してみませんか?同会場にて
講師を囲んだ懇親会を予定しております。
日時　11月22日（土）
　13：30〜14：00　基本の基本マナー紹介
　14：10〜15：10　実践的センスアップマナー①
　15：20〜16：20　実践的センスアップマナー②
集合場所　総合資格学院　梅田校
　　　　　（詳細場所は参加証に記載予定）
募集　50名（申込先着順）
参加費　会員500円　会員外1,000円
懇親会費　会員・会員外共1,000円
※開催1週間前に参加証を送付予定。

実践建築スクール
基礎から学ぶ木造住宅設計コース
11/18、11/25　CPD9単位

在来軸組工法による木造住宅の設計・監理を
体系的に学ぶ機会は少なく、建築計画から構
造設計、実施設計、現場監理などのスキルを
きっちりマスターすることは、安全で良質な住
宅の設計を行い、依頼者の信頼を得る上で大
変重要です。本講習会は、これから木造住宅
の設計・監理に取組もうとする建築士や、木
造住宅の設計・監理技術のスキルアップを目
指す建築士などをはじめ、建築士以外の建築
技術者も対象にしています。
日時　11月18日（火）、25日（火）
　　　13：00〜17：50
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　木造住宅の基本設計1・2、温熱環境設計
　　　木造住宅の基礎知識1・2、構造計画
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員10,000円、
　　　　一般13,000円（テキスト代含）

平成26年度 建築士定期講習
11/20、1/28　CPD各6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成23年度に定期講習を受講され
た方が対象です。尚、平成23年度以前に建
築士試験に合格し本講習を未受講の方は、
平成26年度中に必ず受講してください。
■日時・会場
　11/20（木）　9：40〜17：30
　大阪国際交流センター、定員300名
　会場コード5C-52
　1/28（水）　9：40〜17：30
　大阪国際交流センター、定員300名
　会場コード5C-03
■申込締切日
　11/20（木）開催分：10/20（月）申込書必着
　1/28（水）開催分：12/19（金）申込書必着
　※大阪での申込受付は簡易書留での郵送
　　のみです。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
■受講料　12,960円（消費税含）
■申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

建築士の会「やお・かしわら」＋建築士の会「東大阪」
（仮称）八尾市立大正コミュニティー
センターの見学会
10/25　CPD2単位（予定）

当センターは、別敷地の老朽化した大正コ
ミュニティーセンターの移転・建て替えを、
大和川右岸の水防センターと合築で実施し
たものであります。
1 級河川「大和川」の河川敷の若林地区河
川防災ステーション内に、出張所・集会室・
会議室・水防倉庫・現場司令室等を備えた
複合施設として建設したものであります。
日時　平成26年10月25日（土）
集合・受付　10：00〜
見学　10：30〜12：00まで（予定）
集合場所　地下鉄谷町線「八尾南駅」

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
～平成26年1月より耐震評価業務を開始～

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築
　物も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

大阪府知事指定講習
平成26年度既存木造住宅耐震診断・
改修講習会《限界耐力計算法講習会》
12/18　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。
したがって、変形能力が高い伝統講法の民家や
社寺建築の耐震性能を多角的に評価でき、一
般診断法では不可能な変形能力や減衰性能を
考慮した合理的な補強計画やダンパーを用い
た最新技術による制振補強も可能となります。
この機会に、限界耐力計算法の技術を修得さ
れ、今後の業務に活用されますようご案内いた
します。
日程　12月18日（木）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館内
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　主催・後援団体会員6,000円、
　　　　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
平成26年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
11/28・1/30　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けるこ
とができる技術者として名簿に掲載します。

（本講習は、国土交通大臣登録講習ではあ
りません。耐震改修促進法により耐震診断
が義務付けられた建築物の耐震診断は、日
本建築防災協会が実施する登録講習を受
講修了する必要があります。）
日程　第1回目　11月28日（金）
　　　第2回目　平成27年1月30日（金）
時間　11：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館内
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円、会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

建築士法にもとづく建築技術講習会
電力システム改革とスマートハウス
関連の最新技術
10/23　CPD3単位

平成27年から電気の小売および発電が全面
自由化され、新しいビジネスモデルに基づくス
マートコミュニティが生まれます。また、スマート
ハウス関連事業は今後約10年間で約2倍の
3兆5000億円に達すると言われています。本
講座においては、今後、我々の生活にとって大
きな変革となる「電力システム改革」とスマート
ハウス関連の最新技術を紹介します。
日時　10月23日（木）　13：25〜16：40
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　・ここまで来ている次世代スマート
　　　　ハウスと電力システム改革
　　　・次世代型高効率給湯器の最新情報：見
　　　　えてきた集合住宅への導入と新しい暮らし
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円、
　　　　一般4,500円（テキスト代含）

実践建築スクール
木造住宅耐震診断・耐震改修の実務
11/5　CPD3単位

木造住宅の耐震診断・耐震改修のニーズが
増大している今、依頼者が安心して任せられる
よう、様々な現場の状況を的確に調査・判断
する技術が求められています。そこで本講習会
では、実際に行われた耐震診断・耐震改修
の事例をもとに、実務レベルでのスキルアップ
を目的とした講習を実施します。講師は当会耐
震部会のメンバーであり、数多くの実績を持ち、
実際に手がけた事例の紹介と解説を行います。
日時　11月5日（水）　13：25〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　耐震診断・改修工事の現場から
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円、
　　　　一般5,500円（テキスト代含）

村野藤吾 やわらかな建築とインテリア／椅子 村野藤吾作
村野家・MURANO design 蔵

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Others
その他のお知らせAdministration

行政からのお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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い
六
立
米
だ
そ
う
で
、
シ
ョ

ベ
ル
先
端
部
分
の
大
き
さ
だ
け
で
人
の
背
丈
よ
り

も
高
い
。
そ
の
大
き
さ
の
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
は
西
日

本
に
は
三
台
し
か
な
い
の
だ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
程

大
き
な
重
機
で
あ
っ
て
も
広
大
な
砕
石
場
の
中
に

あ
っ
て
は
小
さ
く
見
え
、
改
め
て
そ
の
場
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
に
驚
く
。﹁
私
た
ち
は
こ
の
重
機
の
鉄

の
爪
の
先
で
地
球
と
た
た
か
っ
て
い
る
ん
で
す
。﹂

と
笑
い
な
が
ら
話
さ
れ
る
言
葉
に
、
大
き
な
自
然

と
、
そ
の
懐
の
中
で
自
然
の
恵
み
を
得
て
逞
し
く

生
き
て
行
く
人
間
の
営
為
の
様
な
も
の
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
た
。

荒
々
し
さ
を
増
す
自
然

　

そ
の
自
然
と
言
え
ば
、
昨
今
で
は
自
然
が
荒
々

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
各

地
で
頻
発
す
る
自
然
災
害
を
見
る
に
つ
け
そ
の
思

い
が
募
る
。
東
北
で
の
大
震
災
か
ら
三
年
と
半
年

が
過
ぎ
、
今
な
お
そ
の
傷
の
癒
え
な
い
中
で
、
各

地
で
の
土
砂
災
害
な
ど
か
ら
改
め
て
自
然
の
力
の

大
き
さ
と
共
に
そ
こ
に
逆
ら
い
繁
栄
を
得
る
こ
と

は
出
来
な
い
の
だ
と
知
る
。
先
の
大
震
災
で
は
津

波
被
害
の
大
き
さ
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
は
あ
っ

た
が
、
首
都
圏
に
お
い
て
は
沿
岸
部
の
埋
立
地
だ

け
で
な
く
住
宅
地
に
お
い
て
も
液
状
化
現
象
が
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
液
状
化
の
シ
ス
テ
ム

は
、
水
を
多
く
含
ん
だ
緩
い
砂
の
地
盤
が
地
震
に

よ
る
強
い
震
動
を
受
け
て
、
砂
と
砂
の
す
き
間
に

あ
る
水
を
押
し
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
時

押
し
出
さ
れ
た
水
が
砂
と
と
も
に
地
表
に
あ
ふ
れ

だ
し
、
地
盤
が
液
体
の
よ
う
に
な
る
現
象
を
差
す

こ
と
は
も
う
皆
さ
ん
ご
存
知
の
こ
と
と
思
う
。　

　

こ
こ
で
思
い
出
し
て
頂
き
た
い
の
は
大
阪
の
平

野
部
は
そ
の
昔
大
部
分
が
海
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
、

江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
大
和
川
の
架
け
替
え
以
前

は
ほ
と
ん
ど
が
沼
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
大

阪
の
平
野
部
の
多
く
の
部
分
が
、
液
状
化
現
象
の

危
険
を
は
ら
む
。﹁
中
央
防
災
会
議
の
東
南
海
・

南
海
地
震
に
関
す
る
専
門
調
査
会
﹂
の
資
料
に

よ
る
と
、
南
海
地
震
に
よ
る
全
国
で
の
全
壊
予
想

棟
数
は
最
悪
六
〇
万
棟
以
上
、
揺
れ
に
よ
る
被

害
が
約
一六
万
棟
、
液
状
化
に
よ
る
被
害
が
九
万

棟
と
、
揺
れ
に
よ
る
被
害
の
数
の
約
半
分
の
数

の
液
状
化
に
よ
る
被
害
が
予
測
さ
れ
る
。
更
に
こ

れ
を
大
阪
府
だ
け
に
限
っ
て
み
て
み
る
と
、
揺
れ

天
然
砕
石
で
自
然
と
繋
が
る

文　

渕
側　

晋

で
六
〇
〇
～
二
六
〇
〇
棟
の
全
壊
、
液
状
化
で

は
何
と
一
九
六
〇
〇
棟
の
全
壊
と
、
そ
の
被
害
の

九
〇
％
以
上
が
液
状
化
に
よ
る
と
の
予
測
が
出
て

い
る
。
液
状
化
現
象
は
決
し
て
他
人
事
な
ど
で
は

無
く
今
、
そ
の
対
応
が
痛
切
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

エ
コ
地
盤
改
良
Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
と
は

　

そ
ん
な
中
、
そ
の
液
状
化
の
対
策
に一つ
の
明
確

な
答
え
を
示
し
て
く
れ
る
の
が
、
今
回
取
材
に
訪

れ
た
徳
本
砕
石
工
業
株
式
会
社
が
扱
う
天
然
砕

石
パ
イ
ル
工
法
の
﹃
Ｈｙ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
』
だ
。

Ｈｙ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
は
新
し
い
技
術
で
は
あ
る
が

建
築
技
術
性
能
証
明
取
得
工
法
で
、︵
財
︶
日

本
建
築
総
合
試
験
所
に
お
い
て
評
価
を
受
け
、
そ

の
認
証
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
高
い
性
能
を
示
し
て

お
り
、
二
〇
一四
年
五
月
に
全
国
施
工
累
計
三
万

棟
を
達
成
し
て
い
る
。

　

Ｈｙ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
と
は
何
か
を
、
簡
単
に
説

明
す
る
と
、
地
盤
に
ド
リ
ル
で
孔
を
掘
り
、
そ
の

孔
に
砕
石
を
詰
め
込
ん
で
地
中
に
石
柱
を
形
成
す

る
砕
石
パ
イ
ル
工
法
だ
。
そ
の
際
、
砕
石
を
五
〇

セ
ン
チ
単
位
で
ド
リ
ル
先
端
部
の
ピ
ス
ト
ン
バ
ブ
ル

で
突
き
固
め
強
度
を
確
認
し
な
が
ら
施
工
を
進
め

て
い
く
。
砕
石
は
孔
の
中
で
側
壁
を
押
し
な
が
ら

拡
が
り
、
地
中
で
連
続
し
た
瓢
箪
状
の
砕
石
杭
を

形
成
す
る
。
こ
の
時
、
最
適
な
側
壁
圧
を
確
認

し
な
が
ら
締
め
固
め
て
ゆ
く
の
で
施
工
に
狂
い
が
無

い
。
又
、
側
壁
に
圧
密
を
か
け
る
こ
と
で
、
砕
石

杭
周
辺
の
軟
弱
地
盤
も
締
め
固
め
ら
れ
杭
周
辺

も
含
め
た
周
辺
地
盤
全
体
と
し
て
強
度
を
増
す
。

そ
の
結
果
地
震
に
と
て
も
強
い
地
盤
と
な
る
。

　
土
壌
を
汚
さ
ず
自
然
と
繋
が
り
共
生
す
る

　

突
き
固
め
ら
れ
た
砕
石
杭
の
利
点
は
そ
れ
だ
け

で
は
無
い
、
砕
石
で
あ
る
た
め
互
い
の
間
に
細
か

な
隙
間
が
無
数
に
出
来
、
砕
石
杭
全
体
が
地
中

で
水
を
通
す
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
し
地
中
で
の

自
然
な
水
の
流
れ
を
作
り
地
盤
の
緩
み
を
防
ぐ
。

こ
の
地
中
に
水
の
通
り
道
を
作
る
こ
と
で
水
圧
を

吸
収
し
逃
が
す
効
果
が
う
ま
れ
、
地
震
に
よ
る
液

状
化
を
く
い
止
め
る
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

又
、
大
雨
の
際
は
そ
の
水
の
通
り
道
が
、
地
下

へ
雨
水
を
逃
が
す
働
き
を
す
る
た
め
、
地
中
の
水

分
保
有
率
が
常
に
適
切
に
保
た
れ
地
盤
の
崩
壊
を

防
ぐ
。
他
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
セ
メ
ン
ト
混
合
改

良
な
ど
の
表
層
改
良
工
法
や
セ
メ
ン
ト
柱
状
改
良

や
鋼
管
杭
な
ど
と
Ｈｙ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
に
よ
る

地
盤
改
良
工
法
を
比
べ
る
と
多
く
の
利
点
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
先
ず
一
番
の
特
徴
は
自
然
の
砕

石
を
使
う
こ
と
で
土
壌
を
汚
さ
ず
環
境
に
優
し
い

と
い
う
こ
と
。
セ
メ
ン
ト
を
使
っ
た
土
地
改
良
で
は
、

人
体
や
自
然
環
境
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
発
が
ん
性
物
質
の
六
価
ク
ロ
ム
を
発
生

さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
。
土
壌
汚
染
対
策
法
に

よ
れ
ば
そ
れ
ら
物
質
の
発
生
に
よ
る
土
壌
汚
染
が

確
認
さ
れ
る
と
、
土
地
の
所
有
者
は
洗
浄
義
務

を
負
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
初
期
の
工
事

費
を
安
く
抑
え
た
と
し
て
も
結
局
そ
れ
以
上
の
出

費
が
発
生
し
か
ね
な
い
危
険
を
は
ら
む
。
し
か
し
、

Ｈｙ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
な
ら
そ
の
様
に
土
壌
を
汚

染
す
る
心
配
は一
切
い
ら
な
い
。
又
、
セ
メ
ン
ト
や

鋼
管
の
よ
う
に
劣
化
が
な
い
の
で
、
同
じ
よ
う
な

規
模
の
建
替
え
な
ら
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が
可
能

で
あ
り
半
永
久
的
な
地
盤
改
良
が
可
能
だ
。

砕
石
を
通
し
て
社
会
と
繋
が
る

　

天
然
砕
石
だ
け
を
唯
一の
材
料
に
使
う
Ｈｙ
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
工
法
で
は
工
法
自
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
勿
論
の

こ
と
、
使
う
砕
石
の
質
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
る
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
点
で

言
え
ば
、
徳
本
砕
石
工
業
株
式
会
社
が
使
う
の

は
勿
論
、
自
社
の
砕
石
場
で
産
出
さ
れ
る
質
の
高

い
花
崗
岩
を
砕
い
て
作
ら
れ
た
天
然
砕
石
の
み
を

用
い
る
た
め
、
唯
一の
材
料
の
品
質
に
疑
い
の
余
地

は
無
い
。
こ
の
砕
石
場
で
産
出
さ
れ
る
花
崗
岩
は
、

青
緑
色
で
水
に
浸
し
て
見
る
と
素
人
目
な
が
ら
と

て
も
美
し
い
石
に
感
じ
ら
れ
た
。
徳
本
砕
石
工
業

で
は
、
砕
石
場
か
ら
取
り
出
し
た
岩
を
最
新
鋭
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
の
プ
ラ
ン
ト
設
備
で
様
々
な

サ
イ
ズ
に
砕
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
な
ど
に
加

工
し
て
い
る
。
割
栗
石
︵
二
〇
〇
～
一五
〇㎜
︶
か

ら
ス
ク
リ
ニ
ン
グ
ス
︵
二.

五
～
〇㎜
︶
ま
で
砕
石
場

か
ら
採
掘
し
た
岩
は
余
す
所
無
く
使
わ
れ
て
い
る
。

天
然
砂
資
源
の
枯
渇
か
ら
岩
を
砕
い
た
人
工
の
砕

砂
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
砕
い
た

ま
ま
の
乾
式
で
の
製
造
で
は
砂
の
粒
の一つ一つ
に
角

が
立
ち
良
質
な
砕
砂
と
は
な
ら
な
い
。
徳
本
砕
石

工
業
で
は
砂
の
粒
が
河
の
流
れ
の
中
で
丸
め
ら
れ
る

の
を
人
工
的
に
再
現
し
た
様
な
湿
式
を
採
用
し
天

然
砂
に
も
勝
る
質
の
高
い
砕
砂
を
生
産
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
大
和
吉
野
自
然
石
﹃
礎
』
と
名
付
け

ら
れ
、自
然
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に
商
品
化
さ
れ
た
、

三
〇
〇
φ
位
の
も
の
か
ら
七
〇
〇
φ
位
の
数
種
類

の
サ
イ
ズ
展
開
さ
れ
た
自
然
石
が
あ
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
固
め
ら
れ
た
無
機
質
な
河
川
で

は
生
物
は
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
護
岸

に
自
然
石
を
積
め
ば
、
積
ま
れ
た
自
然
石
の
隙
間

は
生
物
や
植
物
の
多
様
性
を
育
む
こ
と
が
出
来
、

生
物
に
と
っ
て
も
、
そ
の
場
を
訪
れ
る
人
間
に
と
っ

て
も
心
地
よ
い
水
辺
空
間
を
創
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
自
然
石
も
た
だ
切
り
出
し
て
き
た
だ
け
の

原
石
で
は
、
角
が
立
ち
不
自
然
だ
が
、
徳
本
砕
石

工
業
で
は
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
の
自
然
石
製
作
プ
ラ
ン

ト
を
使
っ
て
自
然
な
形
に
整
え
て
い
る
。
ド
ラ
ム
型

の
プ
ラ
ン
ト
本
体
の
中
に
切
り
出
し
た
石
を
入
れ

回
転
さ
せ
る
こ
と
で
石
同
士
を
ぶ
つ
け
て
研
磨
す

る
、
自
然
の
河
で
石
が
転
が
り
な
が
ら
角
を
丸
め

形
を
整
え
る
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。
完
成
し
た
石

は
自
然
な
形
に
整
え
ら
れ
水
辺
だ
け
で
は
無
く
、

様
々
な
場
面
で
用
い
る
こ
と
が
出
来
、
自
然
と
調

和
し
た
豊
か
な
景
観
を
創
り
出
し
て
く
れ
る
。

　

砕
石
と
い
う
と
自
然
破
壊
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
自

然
保
護
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
無
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
様
に
自
然
の
恵

み
を
得
て
そ
れ
ら
と
繋
が
り
な
が
ら
人
の
豊
か
な

生
活
に
最
大
限
に
活
か
し
、
用
い
て
行
く
姿
は
自

然
と
共
に
生
き
る
人
間
の
営
み
そ
の
も
の
で
あ
る

と
も
感
じ
ら
れ
た
今
回
の
取
材
だ
っ
た
。

新築基礎着工前の住宅地における
HySPEED 工法施工の様子

匠
の
巧  

■  

徳
本
砕
石
工
業
株
式
会
社
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Gallery 建築作品紹介 ソフトウェア・サービス本社 設計：竹中工務店大阪一級建築士事務所
施工：竹中工務店

「日本の風土に根差し健康に寄与する、ヒューマンサステナブルオフィ
ス」をコンセプトとした、医療システム開発企業の新本社屋計画。
日本建築に見られる深い庇や竪格子、簾の環境対応機能を参考に、南
面には大きくはね出した緑化バルコニー、東面ダブルスキンカーテン
ウォール内には柱型によるブリーズソレイユとブラインドを設けた。光
や風の通り道となるエコボイドと合わせて、四季の太陽高度や風向の変
化を環境負荷低減に活かしている。また、中央に配した階段は上りやす
く 1.5 回転とすることで、身体性を刺激すると共に偶発的なコミュニケー
ションの場とすることを目指した。　　（有田博／宮澤芳文／川村明寛）

所 在 地：大阪府大阪市
用　　途：事務所
施　　工：2014.7
構造規模：SRC+RC+S造
　　　　　9 階建
敷地面積：3,305.79㎡
建築面積：2064.39㎡
延床面積：13876.88㎡
写　　真：古川泰造

外市秀裳苑ビル 設計：竹中工務店大阪一級建築士事務所
施工：竹中工務店

京都四条烏丸で呉服の卸売業を営む外市株式会社の本社ビルである。
永遠性を意味する伝統的な鎖紋様を建物に纏わせ、150 年続く企業のこ
の地での永続性を願った。パンチングパネル＋細い構造体＋サッシ＋テ
キスタイルと、繊細な層を幾層か纏うことで、京の地に相応しい佇まい
とした。内部は粒子のような光が呉服の並ぶ畳の間を包み、夜には孔か
ら漏れ出した光が紋様として浮かび上がり行燈のような装いとなる。
外市は長刀鉾の保存会会長でもあり、祇園時には目の前にたつ鉾の背景
となる。四条通側パネルは上下に開閉し、長刀鉾を見下ろす特等席を作
り出すとともに、ハレとケの装いを見せる。　　（森田昌宏／興津俊宏）

所 在 地：京都市下京区
用　　途：物販店舗
竣　　工：2014.4
構造規模：S 造
　　　　　地下 2 階
　　　　　地上 7 階建
敷地面積：1,378.97㎡
建築面積：1,105.29㎡
延床面積：7,865.80㎡
写　　真：母倉知樹
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Gallery 建築作品紹介 設計：オリコム一級建築士事務所
施工：淺沼組・オリコム

第一種住居地域における狭小土地に府下最大級の JA 店舗である。
角地を利用して存在感あるカーテンウォールを 2 面にわたり連続させる
外観デザインとした。地域密着型金融機関としてＡＴＭコーナー、その
横に有人受付のない全自動型貸金庫を配置し車イス対応とした。
カウンターラインは台形型営業室に全面 R 型とした。結果利用者が広く
感じるロビーとなり、子育て世代に好評のキッズコーナーも設置した。
内装は木目調で統一し応接室壁面は吸音処理を収納は壁面と一体とした
隣接する小学校の生徒がカーテンウォールを鏡代わりに遊ぶ姿は微笑ま
しいものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石隆洋）

所 在 地：大阪市平野区
用　　途：金融機関支店
竣　　工：2014.07
構　　造：S 造 2 階
敷地面積：683.42㎡
建築面積：409.90㎡
延床面積：815.30㎡
写　　真：砂田政樹

JA 大阪市 長吉支店
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Gallery 建築作品紹介

所 在 地：大阪市
用　　途：保育所
竣　　工：2014.08
構造規模：S 造　5 階建
敷地面積：271.79㎡
建築面積：171.67㎡
延床面積：700.27㎡
写　　真：フォト BC

八光京都（HAKKO KYOTO） 設計：森下建築総研
施工：コーナン建設

京都の白川通沿いの英国車のショールームです。
さまざまな与条件に対応するため、建築を浮遊するボリュームとしてデザインし
ます。建物は複数の水平な帯で構成される存在を消去するような BOXとし、
周辺環境に溶け込むことを意図しています。京都の“伝統”と、展示車の“未
来”の対比を意識し、マッシブな、しかし透過する宙に浮いた BOX（伝統の
抽象化）の中に、有機的な未来を感じる空間を包み込みます。お地蔵様も大
切にケアしています。クラウドの中で人々は既に品定めをしています。バーチャ
ルではなくダイレクトに物に触れる。そういう特化した場所を人々は欲しています。
透過する結界＝ショーウインドーが持つ心理的作用を用いました。  （森下　修）

所 在 地：京都市左京区
用　　途：展示場、
　　　　　整備工場
竣　　工：2013.05
構造規模：鉄骨造
敷地面積：1058.79㎡
建築面積：697.04㎡
延床面積：1835.39㎡
写　　真：車田  保（※除く）

※

柿の木福祉の園 長居保育園乳児センター 設計：田中都市建築事務所
施工：ハンシン建設

乳児センターは左手に隣接する長居保育園本園の関連施設で、0 歳児から
2 歳児までの子供を預かるのだが、本園児との関係性の中で乳幼児の保育
が完成していくのである。乳児センターの形は L 型で、本園の I 型をふくめ
て U 型の配置となり、その中心に法人のシンボルである樹齢 50 年の柿の木
が植わっている。その柿の木の葉の緑、幹・枝のブラウン、そして柿色と、園
舎をキャンパスとして映し出すことで、より深く関連づけた三つの要素のリレー
ションシップを表わしたのである。都市型保育所は敷地も狭く保育室も重
層化することになるが、セットバックや室内開口・可動間仕切りなど、階全体
を透明化して広く見せる工夫をしている。 （田中義久／田中都市建築事務所）
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

抜
け
る
よ
う
な
秋
晴
れ
の
九
月
初
旬
、
中
山

道
の
宿
場
町
の
馬
籠
に
、
藤
村
記
念
堂
を
訪
ね

た
。
明
治
を
代
表
す
る
文
豪
で
詩
人
の
島
崎
藤
村

︵
一
八
七
二
～
一
九
四
三
年
︶
の
一
八
九
五
年
に
焼

失
し
た
生
家
跡
地
に
、
戦
後
間
も
な
い
一
九
四
七

年
に
、
地
元
の
材
料
を
使
っ
て
住
民
の
勤
労
奉
仕

と
手
仕
事
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
谷
口
吉
郎
の
戦

後
の
出
発
点
と
な
る
木
造
の
小
さ
な
建
物
で
あ
る
。

　

名
古
屋
か
ら
信
州
松
本
へ
と
走
るJR

中
央
本

線
の
特
急
電
車
に
乗
っ
て
約
五
〇
分
、
中
津
川
駅

で
下
車
し
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
約
三
〇
分
で
標
高

六
百
m
の
馬
籠
宿
に
到
着
す
る
。
両
側
に
木
造

の
民
家
が
立
ち
並
ぶ
中
山
道
の
思
い
の
ほ
か
急
な

石
畳
を
登
っ
て
い
く
と
、
一
〇
分
ほ
ど
で
集
落
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
記
念
堂
に
た
ど
り
着
く
。

　

表
の
街
道
側
に
は
板
塀
と
冠
木
門
が
新
た
に
作

ら
れ
、
往
年
の
本
陣
屋
敷
の
格
式
が
復
元
さ
れ
て

い
る
。
冠
木
門
を
く
ぐ
る
と
、
屋
敷
跡
を
隠
す
よ

う
に
築
か
れ
た
正
面
の
土
塀
の
白
壁
に
藤
村
の
言

葉
が
記
さ
れ
た
渋
い
朱
塗
り
の
額
が
架
け
ら
れ
、

記
念
堂
を
象
徴
的
に
暗
示
す
る
。
続
い
て
白
壁
に

沿
っ
て
目
を
右
へ
転
ず
る
と
、
隣
地
と
の
わ
ず
か

な
境
界
に
、
奥
行
き
七
尺
、
長
さ
十
三
間
半
の
細

長
い
木
造
瓦
屋
根
の
記
念
堂
が
奥
へ
と
伸
び
て
い

る
。
記
念
堂
の
前
半
分
の
玄
関
は
、
腰
か
ら
下
が

吹
き
放
さ
れ
、
奥
の
古
い
用
水
池
が
巧
み
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
清
水
を
た
た
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

奥
へ
進
む
と
、
薄
暗
い
本
堂
の
正
面
に
、
障
子
越

し
の
柔
ら
か
な
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
藤
村
の
坐

像
︵
作
・
石
井
鶴
三
︶
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
旧
本
陣
で
も
あ
っ

た
生
家
の
屋
敷
跡
に
は
何
も
建
て
る
こ
と
な
く
、

近
く
の
川
か
ら
運
ん
だ
清
浄
な
砂
を
敷
い
て
そ
の

ま
ま
残
し
、
焼
け
た
土
台
の
礎
石
も
庭
石
の
よ
う

に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
木
造
の
架

構
と
障
子
で
構
成
さ
れ
、
簡
素
な
が
ら
も
静
謐
な

光
と
影
に
満
た
さ
れ
た
記
念
堂
の
内
部
空
間
と
、

生
家
を
偲
ば
せ
る
余
白
と
し
て
の
庭
の
清
ら
か
な

た
た
ず
ま
い
と
の
対
比
が
今
見
て
も
新
鮮
だ
。

　

谷
口
は
何
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
か
。雑
誌﹃
文
藝
』

の
編
集
長
と
し
て
戦
前
か
ら
谷
口
と
親
交
の
あ
っ

た
野
田
宇
太
郎
の
証
言
︵
谷
口
吉
郎
編
﹃
記
念
碑

散
歩
』
文
藝
春
秋
一
九
七
九
年
︶
に
よ
れ
ば
、
谷

口
が
設
計
依
頼
を
受
け
た
の
は
、
藤
村
没
後
ま
も

な
い
太
平
洋
戦
争
末
期
の
一
九
四
五
年
一
月
の
こ

と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
敗
戦
の
翌
年
の
一
九
四
六

年
十
月
に
、
谷
口
は
野
口
と
共
に
馬
籠
を
訪
れ
た

と
い
う
。
小
説
﹃
夜
明
け
前
』
の
舞
台
に
も
な
っ

た
馬
籠
に
藤
村
を
記
念
す
る
建
物
を
建
て
た
い
と

い
う
村
人
の
切
実
な
願
い
を
現
地
で
聞
い
た
谷
口

は
、
後
年
、
次
の
よ
う
な
回
想
を
記
し
て
い
る
。

　
﹁
こ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
。

建
築
資
材
は
統
制
さ
れ
て
い
て
、
木
材
は
も
と
よ

り
、
釘
ま
で
自
由
に
使
え
な
い
。
配
給
を
申
請
し

て
も
許
可
さ
れ
る
量
は
わ
ず
か
で
あ
る
。し
か
も
、

食
糧
事
情
は
ひ
ど
く
、
世
間
の
人
々
は
薄
い
オ
カ

ユ
と
芋
で
飢
え
を
し
の
い
で
い
る
。世
相
は
暗
い
。

時
勢
は
不
安
で
、
多
く
の
人
は
落
莫
と
し
た
虚
脱

の
中
に
さ
ま
よ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
敗
戦
の
さ
な

か
に
、
馬
籠
の
村
人
は
詩
人
藤
村
に
捧
げ
る
記
念

堂
の
建
立
を
思
い
立
ち
、
そ
れ
を
手
づ
く
り
で
や

り
と
げ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
情
熱
に
私
は
動
か
さ

れ
た
。﹂︵
谷
口
吉
郎
﹃
建
築
に
生
き
る
』
日
本
経

済
新
聞
社
一
九
七
四
年
︶

　

郷
土
の
詩
人
に
寄
せ
る
村
人
の
強
烈
な
気
概
に

接
し
た
谷
口
は
、
彼
ら
と
共
に
手
づ
く
り
で
建
築

を
つ
く
る
経
験
を
通
し
て
、
は
じ
め
て
戦
前
か
ら

長
く
追
い
求
め
て
き
た
近
代
建
築
の
方
法
を
自
ら

の
確
信
と
し
て
つ
か
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
の
東
京
工
業
大
学
水
力
実

験
室
︵
一
九
三
二
年
︶
や
木
造
の
自
邸
︵
一
九
三
五

年
︶、
慶
應
義
塾
幼
稚
舎
校
舎
︵
一
九
三
七
年
︶
で

試
み
た
白
い
箱
の
抽
象
性
が
孕
ん
で
い
た
隘
路
を

乗
り
越
え
、
よ
り
確
か
な
近
代
建
築
の
道
筋
を
発

見
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
同
時
に
、

永
年
に
わ
た
り
木
造
文
化
に
培
わ
れ
て
き
た
日
本

と
い
う
風
土
に
お
い
て
、
何
を
手
が
か
り
に
す
れ

ば
西
欧
の
模
倣
で
は
な
い
日
本
独
自
の
近
代
建
築

が
造
り
得
る
の
か
、
を
自
覚
す
る
契
機
に
も
な
っ

た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
木
造

文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
九
七
六
年
の
対
談

で
、
次
の
よ
う
な
感
慨
を
語
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
﹁
あ
の
時
は
、
現
在
よ
り
も
も
っ
と
資
材
が
過

酷
な
時
代
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
⋮
木
材
の
使
用
量

も
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
木
造
家
屋

の
設
計
や
意
匠
は
最
も
厳
し
い
条
件
に
追
い
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
⋮
全
部
が
檜
で
す
。
木
曾
で
す

か
ら
自
分
の
と
こ
ろ
の
材
料
し
か
な
い
わ
け
で

す
。
⋮
そ
れ
か
ら
手
仕
事
ば
か
り
で
す
。
大
工
が

い
な
い
。
し
か
し
、
村
の
人
が
農
具
を
つ
く
り
、

水
車
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
大
工
よ
り
素

朴
で
す
が
し
っ
か
り
し
た
手
仕
事
な
ん
で
す
。
⋮

例
え
ば
漆
喰
に
し
て
も
、
ふ
の
り
さ
え
な
い
時
代

で
す
か
ら
、
お
米
と
ふ
の
り
を
物
々
交
換
し
て
壁

土
を
つ
く
ら
せ
た
ん
で
す
。
建
築
が
飢
餓
状
態
の

時
代
で
し
た
。
そ
う
い
う
時
に
村
人
の
つ
く
っ
た

も
の
が
、
今
で
も
残
っ
て
い
る
わ
け
で
、
恐
ら
く

あ
れ
を
当
時
の
セ
メ
ン
ト
か
何
か
で
つ
く
っ
た

ら
、
こ
ん
な
に
長
く
は
も
た
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
専
門
の
大
工
さ
ん
の
仕
事
だ
っ
た

ら
、
別
の
も
の
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
木
造
建
築

で
は
法
隆
寺
な
ど
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
材
料
そ

の
も
の
が
残
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
れ
を

仕
上
げ
た
人
、
そ
れ
を
使
っ
た
人
、
そ
れ
を
維
持

し
た
人
の
魂
が
こ
も
っ
て
い
る
か
ら
残
っ
て
い
る

わ
け
で
す
ね
。そ
う
い
う
精
神
と
生
活
が
な
い
と
、

木
は
こ
れ
か
ら
残
っ
て
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。﹂

︵
対
談
﹁
木
と
日
本
建
築
﹂﹃IN

A
X

 REPO
RT

』

一
九
七
六
年
№
２
︶

　

何
が
建
築
に
命
を
吹
き
込
む
の
か
。
こ
の
記
念

堂
は
多
く
の
問
い
を
現
代
へ
と
投
げ
か
け
て
い
る
。

屋敷跡の庭側から見た記念堂（左）と土塀（右正面）

冠木門越しに見る土塀と朱塗りの額

藤村記念堂　1947 年
戦後の出発点となる手仕事の建築

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2014

第７回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第７回 対象作品
「建築人」2014 年１月号から 2014 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2015 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査）
一次審査　建築人誌面より選定
二次審査　二次審査資料により選定（現地視察含む）

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程
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の
声
を
頂
い
て
い
る
。
子
供
た
ち
か
ら
は
、﹁
将

来
建
築
の
仕
事
に
つ
こ
う
と
思
え
ば
、
ど
の
よ

う
な
勉
強
を
し
て
お
け
ば
良
い
で
す
か
？
﹂﹁
ど

う
し
た
ら
デ
ザ
イ
ン
を
学
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
か
？
﹂﹁
図
面
の
描
き
方
を
教
え
て
下
さ

い
﹂﹁
女
性
で
も
建
築
士
に
な
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
？
﹂な
ど
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

出
前
塾
に
訪
れ
た
学
校
で
は
、
以
前
受
講
し
た

子
供
た
ち
か
ら
﹁
あ
、
出
前
塾
だ
！
﹂
と
声
を

掛
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
授
業
が
彼
ら

の
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
教

員
を
対
象
と
し
た
授
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は

﹁
是
非
、
子
供
た
ち
に
も
授
業
を
受
け
さ
せ
た

い
﹂﹁
学
校
に
戻
り
授
業
を
や
っ
て
み
た
﹂
と

の
声
を
頂
い
た
。

　

さ
ら
に
、出
前
塾
実
施
メ
ン
バ
ー
の
達
成
感
・

幸
福
感
が
非
常
に
高
い
、
と
い
う
効
果
も
得
て

い
る
。

今
後
の
活
動
方
針

　

例
年
、
若
手
で
意
欲
の
あ
る
社
員
に
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
新
陳

代
謝
に
配
慮
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
に
は
、
設

計
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
構
造
、
設
備
、
申
請
、
情

報
な
ど
多
く
の
職
能
メ
ン
バ
ー
が
活
動
し
て
い

る
が
、
実
施
数
が
多
い
授
業
が
構
造
・
設
備
系

に
偏
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
職
能
に
よ
る
授
業

を
企
画
中
で
あ
る
。

　

大
阪
府
士
会
・
青
年
部
会
を
始
め
全
国
に
は

同
種
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
や
団
体
が
数

多
く
い
る
。そ
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
、我
々

も
学
び
、
授
業
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、
今
後

も
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
建
築
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
19
回

「なにわ出前塾」未来を担う子供たちに

畑中　哲夫
竹中工務店大阪本店内「なにわ出前塾」代表、同・設計部情報・事務部長。
1961 年生まれ。1987 年関西大学大学院工学研究科建築学専攻修了、株式会社竹中工務店に入社。東京本店、上海、大阪本店の設計部で勤務。
大阪府建築士会建築情報委員会委員、日本建築学会子ども教育支援会議会員。

建設会社の社員有志で、未来を担う子どもたちに建築の魅力を伝える体験型出前授業を実践している
「なにわ出前塾」代表の竹中工務店・畑中哲夫さんに、その活動背景や想いを、事例とともにご紹介いただ
きました。

れ
た
の
は
ナ
ゼ
？
一
つ
は
各
々
の
高
さ
が
異
な

る
三
本
の
一
支
点
系
振
動
モ
デ
ル
︵
倒
立
振
り

子
︶
模
型
を
一
本
ず
つ
揺
ら
す
こ
と
で
固
有
周

期
を
学
ぶ
︵
図
２
︶。
も
う
一
つ
は
ユ
ラ
ユ
ラ

揺
れ
る
四
層
ラ
ー
メ
ン
模
型
を
限
ら
れ
た
数
の

ブ
レ
ー
ス
で
補
強
し
、
手
作
り
振
動
台
で
揺
ら

す
こ
と
で
、
そ
の
効
果
を
班
対
抗
で
競
う
︵
図

３
︶。
本
授
業
の
実
施
回
数
が
最
も
多
く
、
な

に
わ
出
前
塾
の
看
板
授
業
と
な
っ
て
い
る
。

授
業
２
：
設
備
ク
イ
ズ

　

建
物
内
に
あ
る
身
近
な
設
備
機
器
に
つ
い

て
、
三
択
形
式
で
正
答
率
を
競
う
ク
イ
ズ
。

　

火
災
の
際
に
消
火
栓
を
使
う
の
は
誰
？
洗
面

台
下
の
管
の
曲
が
り
は
何
の
為
？
教
室
と
甲
子

園
球
場
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
と
の
明
る
さ

の
違
い
は
？
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
な
ぜ
黒
い
？

明
日
か
ら
は
君
た
ち
も
設
備
が
気
に
な
る
人
に

な
る
人
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

概
要

　
﹁
な
に
わ
出
前
塾
﹂
と
は
、
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
に
、
建
築
に
関
す
る
出
前
授
業
を
行
っ

て
い
る
竹
中
工
務
店
社
内
有
志
の
グ
ル
ー
プ
活

動
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
一
〇
余
名
で
あ
る
。

授
業
の
企
画
や
準
備
は
勤
務
時
間
外
に
行
い
、

教
材
も
手
作
り
で
、
活
動
も
手
弁
当
で
行
っ
て

い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
よ
り
小
中
学
生
を
主
な
対
象
と

し
、
活
動
を
開
始
。
二
〇
一
四
年
九
月
時
点
で

延
べ
一
九
回
、
九
二
五
人
に
授
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
建
築
の
面
白
さ
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
て
き
た
。
近
年
は
、授
業
の
対
象
を
高
校
生
、

大
学
・
大
学
院
生
、
教
員
に
も
拡
大
し
て
い
る
。

背
景
・
目
的
と
特
徴

　

日
本
の
小
中
高
の
教
育
課
程
で
は
建
築
の
授

業
が
な
く
、
建
築
に
興
味
を
も
つ
子
供
た
ち
が

い
て
も
学
校
で
は
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

建
築
に
関
す
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
つ

い
て
も
然
り
で
あ
る
。
私
た
ち
は
﹁
な
に
わ
出

前
塾
﹂
を
き
っ
か
け
に
、
子
供
た
ち
が
建
築
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
建
築
・
都
市
や
環
境
に

興
味
を
持
つ
こ
と
は
社
会
的
に
有
意
義
で
あ
る

と
考
え
、
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は

将
来
、
建
築
・
ま
ち
づ
く
り
を
学
び
、
職
業
と

し
て
志
す
こ
と
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
考
え

て
い
る
。
授
業
は
、
実
務
経
験
者
で
あ
る
こ
と

を
活
か
し
、
子
供
た
ち
が
触
っ
て
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
模
型
や
計
測
機
器
を
製
作
の
上
、
持

ち
込
み
、
建
築
の
仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
を
目
指
し
た
体
験
型
授
業
と
し
て
い

る
。
以
下
、
授
業
の
内
容
を
具
体
的
に
紹
介
し

た
い
。

授
業
１
：
感
じ
る
構
造

　
　
　
　

地
震
に
つ
よ
い
た
て
も
の

　

二
種
類
の
構
造
模
型
︵
図
１
︶
を
使
っ
た
、

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
構
造
系
授
業
。

　

東
日
本
大
震
災
で
新
宿
の
超
高
層
ビ
ル
が
揺

授
業
３
：
エ
コ
ス
ク
ー
ル
探
検

　

マ
ッ
プ
を
携
え
て
エ
コ
ス
ク
ー
ル
を
探
検
！

　

日
当
た
り
・
風
通
し
の
良
い
所
、
地
球
に
優

し
い
工
夫
を
探
し
、
発
表
す
る
。
舗
装
面
の
打

ち
水
前
後
、
緑
化
壁
を
手
で
触
り
、
サ
ー
モ
カ

メ
ラ
で
計
測
し
そ
れ
ぞ
れ
の
表
面
温
度
の
違
い

を
体
験
す
る
︵
図
４
・
５
︶。

授
業
４
：
エ
コ
住
宅
の
す
す
め

　

人
工
太
陽
で
あ
る
白
熱
球
の
熱
線
攻
撃
に
耐

え
ら
れ
る
住
宅
は
ど
れ
？

　

断
熱
材
、
ペ
ア
ガ
ラ
ス
、
簾
の
断
熱
・
遮
熱

効
果
を
温
度
計
測
し
︵
図
６
︶、
理
解
す
る
。

君
た
ち
の
家
も
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
エ
コ
に

な
る
。

授
業
５
：
た
て
も
の
の
作
り
方

　

建
設
現
場
の
仮
囲
い
の
中
を
覗
こ
う
！

　

躯
体
工
事
中
の
施
工
現
場
に
入
り
、
鉄
筋
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
型
枠
、
足
場
な
ど
建
設
工
事

に
使
わ
れ
る
材
料
や
施
工
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
。

授
業
６
：
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事

　

君
も
未
来
は
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
！

　

実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
使
用
す
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
や
カ
ラ
ー
ス
キ
ム
の
紹

介
に
加
え
、
イ
ン
テ
リ
ア
設
計
者
の
デ
ス
ク
や

道
具
も
披
露
。
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
。

反
応
と
手
ご
た
え

　

授
業
を
通
じ
、
子
供
た
ち
の
発
想
の
豊
か
さ

に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
。
ま
た
、
建
築
的
思

考
の
成
長
を
手
助
け
で
き
て
い
る
と
も
考
え
て

い
る
。
二
〇
一
一
年
よ
り
三
年
連
続
で
﹁
な
に

わ
出
前
塾
﹂
を
実
施
し
て
い
る
初
芝
富
田
林
中

学
校
校
長
先
生
か
ら
は
﹁
子
供
た
ち
に
好
評
。

家
庭
で
も
出
前
授
業
の
話
を
し
た
、
と
の
声
も

聞
い
て
い
る
。是
非
、継
続
を
お
願
い
し
た
い
。﹂

と
の
声
を
、
先
生
方
か
ら
は
﹁
多
く
の
子
供
た

ち
が
建
築
と
い
う
仕
事
を
理
解
し
て
興
味
を

も
っ
て
く
れ
た
と
感
じ
て
い
る
﹂﹁
教
員
で
は

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
の
機
会
と
な
っ
た
﹂
と 図 2　 感じる構造−ゆらしてみよう

図 4　エコスクール探検

図 1　感じる構造−手作りの構造模型図 5　エコスクール探検−温度計測中

図 6　エコ住宅のすすめ−断熱性能の異なる家

図 3　感じる構造−ブレースで補強中
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』
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連
載　

第
二
回

各
自
治
体
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

建
築
は
フ
ロ
ー
か
ら
ス
ト
ッ
ク
の
時
代
に
入
っ
た

と
言
わ
れ
て
久
し
い
。少
子
高
齢
化
が
進
み
将
来

的
に
は
人
口
減
少
の
懸
念
が
叫
ば
れ
る
中
、建
築

に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
大
量
消
費
の
状
況
か
ら
、

今
後
は
い
か
に
質
の
高
い
も
の
を
作
り
、そ
の
ス
ト
ッ

ク
を
有
効
に
維
持
し
活
用
し
て
い
く
か
が
社
会
的

に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

私
が
現
在
の
職
に
就
い
て
か
ら
約
一
年
半
に
な

る
が
、こ
の
間
、建
築
の
最
も
基
本
的
な
機
能
で
あ

る
安
全
性
を
損
な
う
よ
う
な
状
況
へ
の
対
応
や
、

将
来
に
向
け
て
の
環
境
に
や
さ
し
い
建
築
の
促
進

に
つ
い
て
、大
阪
市
の
建
築
指
導
行
政
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。

一
．建
築
の
安
全
性
の
確
保

（
一
）建
築
確
認
と
完
了
検
査
の
現
状

　

建
築
基
準
法
で
は
、建
築
物
の
新
築
、増
改
築

や
、一
定
規
模
以
上
の
特
殊
建
築
物
へ
の
用
途
変

更
等
に
あ
た
っ
て
は
、法
の
適
合
性
に
つ
い
て
建
築

主
事
等
の
確
認
を
受
け
、新
築
や
増
改
築
に
つ
い

て
は
、工
事
完
了
後
に
検
査
済
証
を
取
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

振
り
返
る
と
、大
阪
市
が
建
築
物
安
全
安
心
実

施
計
画
を
定
め
た
平
成
十
二
年
当
初
は
、検
査
済

証
の
交
付
率
は
ま
だ
ま
だ
低
調
で
あ
っ
た
が
、法
改

正
に
よ
る
中
間
検
査
制
度
の
導
入
や
、住
宅
金
融

公
庫
融
資
の
検
査
済
証
の
条
件
化
、パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
な
ど
に
よ
り
、九
〇
％
を
超
え
る
ま
で
大
き
く

改
善
し
て
き
た
。現
在
、検
査
済
証
交
付
率
の
よ
り

一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、指
定
確
認
検
査
機
関
に

も
協
力
を
求
め
、受
検
督
促
等
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、い
ま
だ
に
違
反
を
行
う
事
例
も

あ
り
、昨
年
は
違
法
貸
し
ル
ー
ム
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
た
。事
務
所
ビ
ル
な
ど
を
改
造
し
、木
造
の

簡
易
な
間
仕
切
り
で
一
階
分
を
二
層
に
区
切
っ
て

住
宅
と
し
て
賃
貸
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。ひ
と

た
び
火
災
が
起
こ
れ
ば
、人
命
に
関
わ
る
大
き
な

事
故
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、こ
の
よ
う
な
悪
質

な
も
の
や
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
も
の

は
、行
政
と
し
て
も
厳
し
く
改
善
を
求
め
て
い
る
。

（
二
）適
切
な
維
持
管
理
と
定
期
報
告

　

建
築
物
の
適
切
な
維
持
管
理
は
所
有
者
や
管

理
者
の
責
任
で
あ
り
、防
災
面
の
重
要
度
が
高
い

特
殊
建
築
物
や
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物
に
つ
い
て

は
、維
持
管
理
状
況
に
つ
い
て
行
政
に
定
期
報
告
を

行
う
こ
と
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
る
。定
期
報
告
率

は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
る
状
況
に
は
な
く
、新
築
の

検
査
済
証
交
付
率
が
大
き
く
改
善
し
て
き
た
な
か

で
、こ
れ
か
ら
は
既
存
建
築
物
の
定
期
報
告
率
を
上

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
の
福
岡
市
の
診
療
所
火
災
事
故
で
も
、階

段
部
分
の
防
火
扉
が
閉
ま
ら
な
か
っ
た
り
、吹
抜

け
部
分
の
防
火
区
画
が
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
防
火

設
備
の
不
具
合
が
原
因
と
な
り
被
害
が
拡
大
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、最
近
大
阪
市
内
で
も
外
壁
や
タ
イ
ル
の

落
下
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、一
つ
間
違
え
ば
人

命
に
危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
、所
有
者
の

責
任
は
重
大
で
あ
る
。

　

今
後
、所
有
者
や
管
理
者
の
よ
り
正
確
な
把
握

に
努
め
提
出
を
促
す
こ
と
や
、関
係
団
体
へ
の
働
き

か
け
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
三
）老
朽
危
険
建
築
物
の
対
策

　

核
家
族
化
に
よ
る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加

な
ど
を
背
景
に
、大
阪
市
で
は
管
理
放
棄
さ
れ
た

老
朽
家
屋
が
増
加
し
て
お
り
、関
係
部
局
が
連
携

し
て
そ
の
対
応
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

特
に
、倒
壊
や
瓦・外
壁
の
落
下
の
お
そ
れ
の
あ

る
老
朽
危
険
家
屋
に
つ
い
て
は
、市
民
か
ら
多
く

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、そ
の
件
数
は
年
々
増
加
し
、

平
成
二
〇
年
度
か
ら
二
五
年
度
ま
で
の
累
計
で
約

七
三
〇
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　

建
築
物
は
、本
来
所
有
者
の
責
任
で
適
切
に
維

持
管
理
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、本
市
で
は
、通
報

を
受
け
た
場
合
、所
有
者
を
特
定
し
た
う
え
で
、

建
築
基
準
法
に
基
づ
き
危
険
な
状
態
を
是
正
す

る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、著
し
く
保
安
上
危
険
で
、第
三
者
に
危

害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
緊
急
性
が
高
い
も
の

に
つ
い
て
は
、行
政
代
執
行
を
見
据
え
て
厳
格
に

対
応
し
て
い
る
。老
朽
危
険
家
屋
に
対
す
る
行
政

代
執
行
に
つ
い
て
は
、大
阪
市
で
は
こ
れ
ま
で
平
成

十
八
年
度
に
一
件
の
実
績
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た

が
、昨
年
度
は
二
件
の
行
政
代
執
行
を
実
施
し
、

倒
壊
に
よ
り
鉄
道
敷
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
っ
た
物
件
に
つ
い
て
は
解
体
撤
去
を
行
い
、

ま
た
、所
有
者
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、放
置
す
る
と

屋
根
瓦
の
落
下
等
に
よ
り
通
行
人
等
に
危
害
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
物
件
に
つ
い
て
は
、部
分

除
去
及
び
鋼
板
塀
に
よ
る
囲
い
込
み
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
に
よ
り
、相
談
の
あ
っ
た
約

七
三
〇
件
の
う
ち
約
半
数
に
つ
い
て
、建
物
の
解
体

や
危
険
個
所
の
除
去
な
ど
に
よ
り
是
正
が
完
了

し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、所
有
者
が
高
齢
者
の
場
合
、是

正
す
る
意
欲
が
乏
し
い
、資
金
が
な
い
、ま
た
、所

有
者
が
死
亡
し
相
続
人
が
複
数
人
い
る
場
合
に

全
員
の
合
意
が
と
れ
ず
、手
を
つ
け
ら
れ
な
い
と

い
っ
た
事
例
も
多
い
。一
方
、相
談
が
あ
っ
た
老
朽
家

屋
の
な
か
に
は
、必
ず
し
も
多
額
の
費
用
を
か
け
る

こ
と
な
く
安
全
な
状
態
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
も

の
も
多
く
、事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
に
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
を
所
有
者
全
員
に
粘
り
強
く
伝
え
、是

正
を
促
す
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、老
朽
危
険
家
屋
で
あ
っ
て
も
、土
地
の

固
定
資
産
税
が
六
分
の
一
に
減
免
さ
れ
る
住
宅
用

地
特
例
が
適
用
さ
れ
、﹁
解
体
す
れ
ば
税
金
が
上

が
る
﹂と
い
う
理
由
で
、そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
例
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、老
朽
危
険
家
屋
に
は
様
々
な
課
題

が
あ
り
、一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、こ
れ
か
ら
も
、具
体
の
解
決
事
例
も
示
し
な
が

ら
、所
有
者
へ
の
粘
り
強
い
指
導
と
意
識
啓
発
に

引
き
続
き
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二
．環
境
に
や
さ
し
い
建
築

（
一
）総
合
設
計
制
度
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
評
価
と
の

連
携

　

大
阪
市
の
総
合
設
計
制
度
は
、公
開
空
地
の
確

保
に
よ
る
良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
に
こ
れ
ま

で
九
〇
〇
件
以
上
の
実
績
を
あ
げ
て
き
た
が
、建

築
物
の
環
境
対
策
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
築
物
や
壁
面
緑
化
を
行
っ
た

建
築
物
を
促
進
す
る
よ
う
、本
年
四
月
に
要
綱
を

改
正
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、総
合
設
計
制
度
の
適
用
に
は
、建
築

物
の
環
境
性
能
を
総
合
的
に
評
価
す
る
制
度
で

あ
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
ラ
ン
ク
が
Ｂ
＋
以
上
で
あ
る

こ
と
を
条
件
と
し
て
き
た
が
、今
回
の
改
正
に
よ

り
、事
務
所
や
店
舗
な
ど
の
建
築
物
を
計
画
す
る

場
合
、ラ
ン
ク
が
よ
り
上
位
の
Ｓ
ま
た
は
Ａ
で
、一
定

の
要
件
を
満
た
す
と
き
に
は
、容
積
割
増
に
つ
い
て

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
た
。ま
た
、

壁
面
緑
化
に
つ
い
て
も
、道
路
や
地
上
の
公
開
空

地
に
面
し
て
設
け
る
場
合
に
は
、公
開
空
地
に
準

ず
る
も
の
と
し
て
、二
分
の
一
を
乗
じ
た
面
積
を
評

価
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

新
し
い
制
度
の
活
用
に
よ
っ
て
、よ
り
環
境
に
配

慮
さ
れ
た
良
好
な
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
創
出
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
二
）省
エ
ネ
基
準
の
適
合
義
務
化
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
検
討
義
務
化

　

大
阪
府
と
大
阪
市
は
、本
年
三
月
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
抑

制
な
ど
を
柱
と
し
た﹁
お
お
さ
か
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産

地
消
推
進
プ
ラ
ン
﹂を
と
り
ま
と
め
、建
築
物
に
つ

い
て
も
環
境
配
慮
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
の
制
度

化
を
進
め
て
い
る
。

　

大
阪
市
に
お
け
る
新
た
な
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、大
阪
市
建
築
物
環
境
配
慮
推
進
委
員
会

︵
委
員
長
：
岩
前
近
畿
大
学
教
授
︶か
ら
七
月

に
答
申
を
い
た
だ
い
た
。そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

・
省
エ
ネ
化
に
つ
い
て
は
、省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合

を
延
べ一
万
㎡
以
上
の
大
規
模
な
建
築
物
の
新

築・増
改
築
に
対
し
て
義
務
付
け
る
、な
お
、そ

行
政
か
ら
み
た
建
築
の
安
全
、
環
境
、
そ
し
て
専
門
家
へ
の
期
待

文　
　

生
駒　

芳
明

の
う
ち
住
宅
に
つ
い
て
は
、高
さ
六
〇ｍ
超
の
超

高
層
住
宅
を
対
象
と
す
る

・
そ
れ
以
外
の
延
べ
二
千
㎡
以
上
の
建
築
物
に
つ

い
て
も
自
主
的
な
取
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、

省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
状
況
を
公
表
す
る

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、延
べ
二
千
㎡

以
上
の
建
築
物
の
新
築・増
改
築
に
対
し
て
導

入
検
討
を
義
務
付
け
る

　
こ
の
答
申
を
ふ
ま
え
、国
に
さ
き
が
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。ま
た
、住
宅
に
対
す

る
省
エ
ネ
基
準
の
適
合
義
務
は
、大
阪
市
独
自
の

も
の
で
全
国
で
初
の
取
組
み
と
な
る
。

　

省
エ
ネ
基
準
適
合
に
つ
い
て
は
現
在
は
省
エ
ネ
法

で
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
。特
に
住
宅
に
関
し
て

は
、延
べ一
万
㎡
以
上
の
規
模
で
も
約
五
割
程
度
の

適
合
で
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、ま
ず
第
一
歩

と
し
て
、最
近
都
心
部
で
増
加
し
て
い
る
超
高
層

住
宅
を
対
象
に
限
定
的
に
取
組
み
、住
宅
市
場
の

変
革
や
付
加
価
値
の
高
い
住
宅
の
供
給
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

太
陽
光
、風
力
、水
力
、地
熱
、大
気
中
の
熱
、バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

導
入
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
を
義
務
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、設
計
者
の
先
進
的
な
ア
イ
デ
ア
や
技
術
提
案

を
建
築
主
に
対
し
て
見
え
る
化
を
図
り
、具
体
的

な
取
組
み
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
、関
連
す
る
条
例
改
正
を
経
て
、平
成

二
七
年
四
月
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。な

お
、住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
に
つ
い
て
は
さ

ら
に
半
年
の
周
知
期
間
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。

三
．専
門
家
へ
の
期
待

　

安
全
な
建
築
、次
世
代
に
向
け
た
優
れ
た
建
築

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、建
築
に
関
わ
る
設
計

者
、技
術
者
、施
工
者
な
ど
専
門
家
の
役
割
は
非

常
に
大
き
い
。

　

法
令
違
反
の
事
例
も
、建
築
主
に
対
し
て
法
令

の
関
わ
り
や
そ
の
危
険
性
、問
題
点
を
十
分
説
明

す
る
こ
と
で
、未
然
の
防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。適
切
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、一
般
的
に

所
有
者
の
責
任
意
識
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、正
し
い

情
報
提
供
と
い
う
観
点
か
ら
専
門
家
に
よ
り
積

極
的
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、環
境
に
優
れ
た
建
築
の
普
及
を
一
層
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、事
業
主
や
市
民
が
建
築
物

の
環
境
配
慮
に
関
心
を
高
め
価
値
を
見
出
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
、こ
の
た
め
の
専
門
家
か
ら
の

提
案
は
影
響
も
大
き
い
。行
政
と
し
て
も
、優
れ
た

取
組
事
例
は﹁
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ 

大
阪 

Ｏ
Ｆ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
﹂な
ど
の
表
彰
制
度
も
活
用
し
て
広
く

発
信
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

生
駒
　
芳
明

　
大
阪
市
都
市
計
画
局
建
築
指
導
部
長

一
九
五
五
年	

大
阪
市
生
ま
れ
。

一
九
八
〇
年	

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
大	

	

阪
市
へ
入
庁
。

	

建
築
指
導
行
政
、
住
宅
行
政
、
ま
ち
づ
く
り
等
に
携	

	

わ
り
、
二
〇
一
三
年
四
月
よ
り
現
職
。

大阪市の検査済証交付率の推移

老朽危険建築物の行政代執行（城東区）

ダイビル本館、中之島四季の丘
（CASBEE 大阪 OF THE YEAR 2013　最優秀賞）
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

九
月
十
七
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
二
九
名
、
監
事
二
名
、

　
　
　

名
誉
会
長
他
九
名

︵
１
︶
収
支
状
況
に
つ
い
て

八
月
末
日
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
益
九
二
、

八
五
五
、一
〇
九
円
、費
用
五
〇
、七
八
七
、五
五
一

円
、
増
減
四
二
、〇
六
七
、五
五
八
円
を
報
告
し
て

承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
契
約
事
業
や
恒
例
事
業
は
ほ
ぼ
予
算
に
併

行
し
て
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
二
二
条
の
規
程
に

よ
る
時
事
研
修
や
諸
活
動
の
企
画
は
下
半
期
に
集

中
し
て
お
り
、
上
半
期
活
動
が
若
干
低
迷
し
て
い

る
状
況
と
い
え
る
。

︵
２
︶
Ｃ
Ｐ
Ｄ
・
専
攻
建
築
士
制
度
審
査
評
議
会

に
つ
い
て

﹁
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
審
査
評
議
会
運
営
規

程
﹂
並
び
に
﹁
専
攻
建
築
士
制
度
審
査
評
議
会
運

営
規
程
﹂
に
つ
い
て
、
研
修
・
制
度
推
進
分
科
会

及
び
運
営
委
員
会
で
、
業
務
・
組
織
形
態
、
決
議

方
法
等
を
現
行
運
営
に
照
ら
し
て
事
前
検
討
の
う

え
、
理
事
会
に
規
程
修
正
案
を
提
示
し
て
承
認
さ

れ
た
。

な
お
、
関
西
建
築
構
造
設
計
事
務
所
協
会
に
新
規

審
査
評
議
員
を
派
遣
依
頼
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

︵
３
︶
大
阪
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
基
金
創
設
に
つ
い
て

コ
ン
ク
ー
ル
実
施
が
隔
年
と
な
る
な
ど
、
運
営
財

政
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
助
企
業
や
個

人
・
法
人
か
ら
協
力
金
等
を
募
り
、
基
金
に
よ
る

財
政
安
定
を
図
る
。

直
接
的
に
企
業
協
賛
等
を
行
う
と
、
建
築
作
品
の

コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
性
質
上
、
外
部
か
ら
み
て
審

査
等
に
疑
念
が
生
じ
か
ね
な
い
と
し
て
、
基
金
を

創
設
し
て
助
成
す
る
方
法
を
承
認
し
た
。

　
　

建
築
相
談

　
　

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
二
十
二
︶

　
　

雨
漏
り
対
応

編
・
構
成　
橋
本
頼
幸

　

今
月
は
、七
月
の
相
談
員
研
修
会
で
も
漏
水
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
相
談
委
員
の
玉
水
新
吾
様

に
話
題
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

建
物
の
概
要
と
相
談
内
容

　

約
五
年
前
に
、工
務
店
が
滋
賀
県
に
建
設
し
た
在
来

木
造
注
文
住
宅
。通
気
層︵
横
胴
縁
の
み
で
通
気
欠
込

み
な
し
︶確
保
の
上
、金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
張
り
の
外

壁
。室
内
の
一
階
玄
関
サ
ッ
シ
枠
上
部
か
ら
の
雨
漏
り

が
ひ
ど
く
、当
初
は
風
が
強
い
と
か
豪
雨
時
だ
っ
た
が
、

通
常
の
雨
で
も
漏
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。何

回
も
シ
ー
リ
ン
グ
修
理
し
た
が
、止
ま
ら
な
い
、と
の
こ

と
で
し
た
。

漏
水
の
確
認
と
補
修
方
法

　

二
階
サ
ッ
シ
周
り
に
、散
水
試
験
を
実
施
す
る
と
、

三
〇
分
程
度
で
漏
水
が
確
認
で
き
ま
し
た
。外
壁
サ

イ
デ
ィ
ン
グ
を
一
面
め
く
る
と
、雨
漏
り
跡
が
あ
り
ま

し
た
。外
壁
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
一
面
め
く
り
、透
湿
防
水

シ
ー
ト・
サ
ッ
シ
ま
わ
り
防
水
テ
ー
プ︵
七
五㎜
幅
両
面

粘
着
︶か
ら
再
施
工
し
ま
し
た
。横
胴
縁
に
は
通
気
用

の
欠
き
込
み
を
確
保
し
た
上
、サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
施
工

し
ま
し
た
。

再
度
の
雨
漏
れ
と
調
査

　

雨
漏
り
は
そ
の
時
直
り
ま
し
た
が
、一
ヶ
月
経
過
し

な
い
う
ち
に
、雨
漏
り
が
再
発
し
た
と
の
ク
レ
ー
ム
が
き

ま
し
た
。前
回
は
外
壁
一
面
全
体
に
、下
葺
き
材
か
ら

丁
寧
に
再
施
工
し
た
の
で
、今
回
施
工
し
た
部
分
か
ら

は
漏
れ
な
い
は
ず
。考
え
ら
れ
る
の
は
前
回
実
施
し
な

か
っ
た
サ
ッ
シ
枠
本
体
で
は
な
い
か
と
疑
い
、紙
粘
土
で
、

サ
ッ
シ
枠
下
部
コ
ー
ナ
ー
部
に
水
を
溜
め
た
と
こ
ろ
、ま

も
な
く
漏
水
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

補
修
方
法

　

外
壁
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
一
面
め
く
り
、サ
ッ
シ
枠
を
取

替
え
、サ
ッ
シ
枠
下
部
コ
ー
ナ
ー
部
に
、防
水
テ
ー
プ
施

工
の
上
、透
湿
防
水
シ
ー
ト・
サ
ッ
シ
ま
わ
り
防
水
テ
ー
プ

︵
七
五㎜
幅
両
面
粘
着
︶か
ら
再
々
施
工
し
ま
し
た
。

反
省
点

　

サ
ッ
シ
枠
下
部
コ
ー
ナ
ー
は
、工
事
中
に
点
検
す
る
こ

と
は
通
常
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、事
前
に
想
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。雨
漏
り
し
た
後
の
散
水
試
験
の
際
に

は
、考
慮
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。調
査

は
時
間
を
か
け
た
確
実
な
散
水
試
験
が
大
切
で
す
。一

箇
所
か
ら
雨
水
浸
入
口
を
発
見
し
て
も
、さ
ら
に
他
の

雨
水
浸
入
口
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し

ま
し
た
。

　

雨
漏
れ
の
場
合
は
、漏
れ
て
い
る
箇
所
を
見
つ
け
る
と

﹁
こ
れ
だ
！
﹂と
思
っ
て
対
応
方
法
を
考
え
ま
す
が
、雨

漏
れ
箇
所
は
そ
こ
だ
け
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
す

る
事
例
で
す
。建
築
士
会
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
に
も
雨

漏
れ
相
談
は
常
に
あ
り
ま
す
。雨
漏
れ
の
多
く
は
設
計

や
工
事
の
と
き
に
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
防
げ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。新
築
時
か
ら
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

基礎に雨漏り跡

散水試験後、外壁をはずす

枠下部に紙粘土で水を溜める

まもなく漏水確認

　
　
編
集
後
記筑波

幸
一
郎
・
牧
野
隆
義
・
荒
木
公
樹

　

十
月
号
は
、本
来﹁
建
築
人︵
け
ん
ち
く
び
と
︶﹂の

掲
載
月
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、諸
般
の
事
情
に
よ
り
休
載

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。読
者
の
皆
様
に
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。再
開
を
目
指
し
て
わ
れ
わ
れ
な
り

の
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、今
し
ば
ら
く
ご
猶
予
く
だ
さ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
﹃
建
築
人︵
け
ん
ち
く
じ
ん
︶』は
、会
員
の
皆
様
さ

ら
に
は
社
会
と
本
会
を
結
ぶ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、読
者
の
皆
様
は
も
と
よ
り
執
筆
者
、広
告

主
、事
務
局
ス
タ
ッ
フ
、印
刷
会
社
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
と
同

時
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、﹃
建
築
人
』の
執
筆
や
印

刷
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、全
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
掲

載
料
及
び
広
告
費
の
み
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。こ
れ
は
、本
会
の
予
算
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
編
集
の
自
立
性
を
守
る
と
い
う
本
会
の
渡
辺
節
初

代
会
長
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
、諸
先
輩
が
受
け
継
い

で
き
た
伝
統
で
す
。

　

会
員
数
な
ら
び
に
広
告
収
入
の
減
少
を
背
景
に
し

て
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、こ
の
伝
統
を
前
向
き

に
守
り
た
い
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、建
築
や

ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
同
様
、よ
り
多
く
の
人
を
巻
き
込

ん
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。具
体
的
な

動
き
の
一
つ
と
し
て
、﹁
建
築
人
賞
﹂の
審
査
に
つ
い
て
、

七
月
号
で
審
査
委
員
長
の
古
谷
誠
章
先
生
が
提
案

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、従
来
の
方
法
か
ら
応
募
者・読

者
の
参
加
型
へ
改
め
よ
う
と
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
畿
二
府
四
県
の
建
築
士
会
が
共
同
し
て
発

行
を
行
っ
て
い
た
本
誌
の
前
身
で
あ
る﹃
ひ
ろ
ば
』の
再

興
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
参
加・支
援
い
ず
れ
の
方
法
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、ど
う
ぞ
ご
関
与
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



■プロフィール
江副敏史（えぞえ・さとし）
1980年京都大学工学部建築学科卒業、日建
設計入社／現在、同社フェロー役員デザインフェロー
中島　究（なかしま・きわむ）
1990年武蔵工業大学（現東京都市大
学）大学院工学研究科建築学専攻修了、
日建設計入社／現在、同社設計部長
山本武志（やまもと・たけし）
1993年東京大学工学部建築学科卒業、
日建設計入社／現在、同社設計部主管
甲　勝之（かぶと・かつゆき）
1982年大阪芸術大学建築学科卒業、日
建設計入社／現在、同社監理部主管

■建物データ
設　　計：㈱日建設計
施　　工：㈱竹中工務店
所 在 地：大阪市北区中之島2-3-18
主要用途：劇場、事務所、店舗、
　　　　　自動車車庫
竣　　工：2012年10月
構造規模：S造、SRC造、RC造
　　　　　地下3階・地上39階
敷地面積：8,150.09㎡
建築面積：5,725.26㎡
延床面積：145,602.26㎡
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中之島フェスティバルタワー
㈱日建設計　江副敏史、中島 究、山本武志、甲 勝之

中之島の記憶を受け止め、そして育む建築
　中之島は堂島川と土佐堀川に挟まれ、大阪の政治・経済・文化
の中心地であり、豊かな水と緑そして歴史的建築が水都大阪を代
表する景観を形づくっている。
　新しいフェスティバルタワーは中之島の環境と調和させ、その風景と
フェスティバルホールの記憶を受け継ぐデザインが求められた。コー
ナーが柔らかに描く円弧とベージュ色の煉瓦の壁面は朝日新聞ビルと
朝日ビルのイメージを継承する。そしてフェスティバルホールを象徴する
鮮やかに復元されたレリーフ、ホールインテリアのレッドカーペット、シャ
ンデリア、天井と壁の形状などは旧ホールの記憶を繋げるものとした。
　建物構成として2700席のフェスティバルホール、朝日新聞大阪
本社、センターコアの超高層オフィスをいかに最適に積み重ねるか
という課題があった。これを解決するために、オフィス中央コア部の
柱をフェスティバルホール上部で外周に広げるメガトラス構造を採
用し、13階のスカイロビーではその圧倒的なメガトラス構造の力強さ
をそのまま表現した。低層部はこれらを支える強固な構造体を素材
感ある22万個の大型煉瓦で包み、さらに深みある重量感を与えた。
撮影：東出清彦写真事務所　第59回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品


